
病棟：

様

2日目(     /      )

入院日 経食道エコー

達成目標

安静度
リハビリ
退院

・院内を自由に歩くことができます。

・エコー室で行う場合とCCUで行
う場合があります。エコー室での
場合麻酔を使う可能性から車椅
子での移動となります。

食事
・検査5時間前より絶食で来院していただき
ますが、検査1時間前より絶飲食となりま
す。

・検査1時間後に飲水チェックを
します。むせ込みがなければ飲
食可能となります。

注射・薬剤

・今まで飲んでいた薬は、医師の指示
　に従って服用して下さい。
・中止薬がある場合は、薬剤師または看護
師から
　説明します。中止薬（
）

・点滴の針を刺しておきます。
　（必要に応じて点滴を開始しま
す）　　　　　　　　　　　　　　　　・
必要に応じて麻酔を使用しま
す。

・抗凝固薬を夕方より中止にしま
す。

検査
・外来で済んでいない検査がありましたら、
　施行致します。

入院診療計画書

              経食道エコーならびに肺静脈隔離術   　ver.1

主治医：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当看護師：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　患者様サイン欄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご家族サイン欄

1日目(       /       )

検査・治療の必要性・内容・合併症について理解できる。

診断名 



・検査着は病院で用意します。

・身長・体重・体温・脈拍・血圧を測ります。

・心電図モニターを装着します。

清潔
（シャワー・入浴など）

・入浴できます。

排泄 ・トイレに歩いていくことができます。

患者様及び
ご家族への説明

・医師より検査の説明をいたします。
　ご家族の方と一緒にお聞き下さい。
・承諾書を頂きますので印鑑をご用意下さ
い。
・看護師から入院生活および検査について
の

・検査中の家族の方の待機は病
室または待合室でお願いしま
す。

注１） 病名及び治療内容等は、入院時に考えられるものですので、検査・治療を進めていくにしたがい変更することがあります。

注２） 入院期間、表記の日時については入院時での予定です。

処置



　　　　年　　　　月　　　　日

4日目(      /      ) (　　　　　)日目

肺静脈隔離術：前 肺静脈隔離術：後 退院日

不安なく治療が受けられる。
アプローチ部位の安静が保て、出血・
血腫が出現しない。

合併症が出現しない。
退院後の日常生活の注意点が
理解でき、不安なく退院できる。

・病棟内であれば自由に歩行し
てかまいません。
・治療はアンギオ室で行います。
出棟時はベッドでの移動となりま
す。

・帰室後2時間で首の圧迫をとります。
・帰室後8時間で鼠頚部の圧迫をとりま
す。
・その後は問題なければ病棟内を自由
に歩行できます。

・退院できます。

・麻酔を行います。その際、呼吸
が弱くなることがあり、必要に応
じて酸素吸入を行います。

・退院時に薬が出ることがありま
す。

・治療後に採血をして帰室しま
す。

・帰室後に心電図とレントゲンを撮りま
す。

採血とレントゲン撮影が
あります。

3日目(      /      )

入院診療計画書

              経食道エコーならびに肺静脈隔離術   　ver.1

主治医：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当看護師：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　患者様サイン欄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご家族サイン欄

 特別な栄養管理の必要性： 有 ・ 無



・創部の消毒を行います。

・退院前に心電図を外します。

・ベッド上で安静にしている間に
トイレに行きたくなった場合は
ナースコールでお知らせ下さ
い。

・安静時間が終わりましたら、歩いてト
イレに行くことができます。

・歩いてトイレに行くこと
ができます。

・治療中、家族の方の待機は病
室または待合室でお願いしま
す。

・本人は安静時間です。ご希望あれば
医師からご家族へ治療結果について
説明があります。

・医師からの結果説明と退院後
の服薬の説明があります。
・看護師から退院後の注意事項
についての説明があります。

板橋中央総合病院2019年4月改定
注１） 病名及び治療内容等は、入院時に考えられるものですので、検査・治療を進めていくにしたがい変更することがあります。

注２） 入院期間、表記の日時については入院時での予定です。


